
「イソベっちの、前へ前へポッポー！」 

２０１２年１月０８日（日曜） 

 

ゲスト：神瀬 邦久さん（就活ワークス主宰） 

第 34 回の「のびのびさん」は、就活ワークス主宰の、神瀬 邦久さんです。 

 

Q.今、就職氷河期だと言われていますが… 

いい人を欲しい会社は山ほどあります。なのに、一部の企業にかたよって面接を受け

たり、働く気のない人が多いという意味で氷河期だと言われているだけです。セミナー

では、表面的な事だけじゃなくて、この会社に入ったら、こんな面白い仕事があるので、

いろんな会社を見るのが大事ですよ、という話をしています。 

 

Q.どうしたら良い会社に入れるんですか？ 

どこの会社の人事さんも、元気のある大学生が欲しいとおっしゃっています。

急に意見を求められても話せないおとなしい大学生が多い。30代、40代の上司

が、新入社員に対して言う文句は、「挨拶ができない」だそうです。小学生レベ

ルの話ですが、実際に問題になっています。 

 

Q.学生はどんどん大人としゃべらないといけませんね 

大商が開催する「大学生のための仕事を考えるセミナー」では、大人としゃべったら絶

対に内定が出ると話しています。どうやって練習すればいいかとよく聞かれるんです

が、例えば朝早く起きて、近くの公園で歩いているお爺さんお婆さんに話しかけてみ

るとか…。とにかく学校やバイト先の社員さんとしかしゃべった事がない学生が多い

ので、そういう子らを元気づけたり、モチベーションを上げるのが私の仕事だと思って

います。 

 

Q.セミナーはスタッフに若い子が動いているそうですね 

セミナーは合計 20回開催するんですが、運営は就活に臨む 3回生が、夏から集

まって、どの企業さんを呼ぶかを考え、計 1500 人もの参加者を集めてきます。

部屋の中に閉じこもって会社の資料やネットを見ていても、就活は進みません。

会社は山ほどあるので、自分に合った会社は必ず見つかります。ですから、失

敗を怖れずにどんどん人とぶつかっていって欲しいと思います。 

 

Q.大切にしている言葉「のびのびワード」を教えて下さい。 

「（就活生へ）動こう！人とあたろう！！」です。 

外に出て動きながら感じるのが自己分析だと思います。 

ありがとうございました。 


